
作画／若年性認知症と共に生きる50代男性



若年性認知症とは、18歳から64歳未満で発症した認知症のことをいいます。

若年性認知症の人は、働き盛りの年齢で発症するため、自分のことだけでなく、家

族のこと、親のこと、仕事のことなど、さまざまな悩みを抱えています。

このハンドブックは、若年性認知症と診断された本人と家族に向けたハンドブック

です。いろんな制度を利用しながら、自分らしい生き方を見いだして下さい。

　沖縄県には、若年性認知症の相談窓口もあります。是非、この冊子を見て頂き、

相談窓口や支援者へ連絡頂きたいです。
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沖縄県若年性認知症相談窓口（P33） 若年性認知症コールセンター（P33）

医療機関のソーシャルワーカー 認知症疾患医療センター（P34）

市町村窓口 最寄りの地域包括支援センター

認知症カフェ（P31） 家族会（P32）



認知症を疑ったら 診断を受けたら 退職したら 居場所がほしい





認知症サポート医：

認知症専門医：

北部圏域

中部圏域

南部・八重山圏域

宮古圏域

全圏域













勤務体制の調整 仕事内容の調整 制度利用

ジョブコーチ





相談機関 役　割 所在地（問い合わせ先）













　

障害者総合支援法

障害福祉サービスの
利用について

地域社会における共生の実現に向けて

2018年
4月版
2018年
4月版

❶ 障害者を対象としたサービス ❷ 障害児を対象としたサービス

❸ 相談支援

❹ 地域生活支援事業 ❺ 利用の手続き

❻ 利用者負担の仕組みと軽減措置

❼ 障害に係る自立支援医療
❽ 補装具の制度

❾ 福祉サービスの情報公表制度

名　称 内　容



介護保険
制度

自宅で受ける

●訪問介護（ホームヘルプサービス）

●訪問看護

●訪問入浴介護

●訪問リハビリテーション

●居宅療養管理指導

施設に
短期入所

●短期入所生活介護・短期入所療養介護（ショートステイ）

施設に通う
●通所介護（デイサービス）

●通所リハビリテーション（デイケア）

生活環境を
整える

●福 祉 用 具 貸 与：
●特定福祉用具購入：

●住宅改修費支給：

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

特定施設入居者生活介護



① 認定申請

② 訪問調査・
主治医意見書

③ 審査・判定

④ 通 知

⑤
サービス計画
（ケアプラン）
の作成

⑥ サービスの
利用開始

（看護）小規模多機能型居宅
介護

認知症対応型通所介護 

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

地域密着型特定施設入居者生
活介護

地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護 



ひとり親
家庭等制度

就学援助

生活保護世帯
への教育扶助

生活福祉資金
貸付制度

ひとり親
家庭等制度



就学援助
（小中学生まで）

母子父子寡
婦福祉資金
貸付金

高校生

高校 3年生

高校 3年生・卒業後
2年以内の者等

大学生
大学院生



●新たなチャレンジもよし！：

●協力者を増やそう：

●脳活性化リハビリという考え方：

快刺激

人との交流

褒める

役　割

学　習

認知症予防につながるといわれている食品成分

脳や体が必要とする
エネルギーを作り出す

血液をサラサラにする、
脳の老化を防止する

抗酸化作用

神経細胞膜の主成分の
ひとつ、神経伝達を
スムーズにさせる

脳にとってよいこと

②運動の習慣

①イキイキ暮らす

③食事



環境は
整っていますか？

●
●
●

良い睡眠は、
朝からその行動に
左右されます

●
●
●
●
●

睡眠を妨げるもの

●

●

●

控えた方が良いといわれている食品

中性脂肪やコレステロールの増加

取り過ぎると中性脂肪や
コレステロールを増加させ、体にとっ
て有害な炎症反応を高める

急激な血糖値の上昇による過度の
インスリンで脳を傷つける

④よい睡眠

⑤ストレス



１）生活の具体的な工夫

例　外出のための工夫

例　薬の飲み忘れをなくす

①目的、日にち、時間、外出先を確認するカレンダーの利用
●大きく予定が書けるカレンダーを利用する

●パソコンや携帯電話の利用

●日時の確認

②決まった場所に置く
●
●

●
●
●

③火の元の確認、戸締り、 をかけたことを記憶にとどめる

④目的地までの道がわかる

⑤電車・バスなどの利用
●
●

月

朝 昼 夕 ねる前

火

水

木

金

土

日



２）当事者の工夫（大城さんの場合）

１）話し合っていたほうがよい大事なこと

①今後の財産管理について

②今後の治療方針について

① 大事なものは１か所にまとめています。
② スケジュールは白板で管理、家族全員で把握しています。
③ メモ帳とメモリノートで、自分の記録をしっかり活用しています。

④ タイマーの合図で記録をとっています。自分に合図を送っています。
⑤ 携帯のアラームで、休憩や服薬時間の合図を送っています。
⑥ 迷子になっても自宅に帰れるように、スマホのアプリを使いこなしています。



２）財産や日々の金銭管理についての制度利用

３）道迷いで困った時に

こんな方に：

①日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）

②成年後見制度



●周囲が「危ない」と思った時が止め時です

運転免許の自主返納制度・運転経歴証明書についてのお問い合わせ先
沖縄県警察運転免許センター　TEL 098-851-1000

（65歳未満の人が利用できる事業所名）



沖縄県若年性認知症支援推進事業
若年性認知症本人家族交流会（若年性認知症カフェ）

　認知症の人とその家族、介護に携わる方、地域住民、ど
なたでも参加ができる場所です。認知症介護の相談のほか、
介護家族の息抜きの場として、コーヒーを飲みながら、本人
同士家族同士情報交換が出来る場です。年々、各市町村単
位で認知症カフェが盛んになっています。お住まいの各市町
村にお問い合わせのうえご利用をお勧めします。



家族会

（公社）認知症の人と
家族の会 沖縄県支部

北部地区会 （なごみの会）

中部地区会 （ゆらてぃく会）

南部地区会 （みなみの会）

宮古地区会 （みやこ）

八重山地区会 （うつぐみの会）

ひまわりカフェ
（認知症の家族・本人のつどい）

認知症介護を支える
かけはしの会

介護を考える
女性の会



◉他にも全国対応で、電話相談を受け付ける団体があります。

専用電話  TEL 098-943-4085
【電話相談】

【対象者】

【来所相談】

【訪問相談】

【メール相談】

Q.こんなことに困ったら…

 http://y-ninchisyotel.net/
フリーコール
（無料）

クリック

地図からお近くの
事業所等を簡単に探せます

◆取材レポートを掲載

地図からお住まいの地域をクリック。
お住まいの地域からお近くの施設・
事業所を簡単に探すことができます。

このマークのある施設・事業所
へ当センターの職員が訪問し、取材レ
ポートを掲載しております。

若年性認知症について知る 生活を支える制度や支援 全国各地の集いや事業所等

全国各地の専門相談窓口 全国若年性認知症支援センター 資　料　集

若年性認知症コールセンターは全国若年性認知症支援センターが運営しています

▶



◉沖縄県精神科救急情報センター

－ －



沖縄県 沖縄県子ども生活福祉部 高齢者福祉介護課
〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2
TEL 098（866）2214
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ハンドブック作成ワーキングメンバー
沖縄県若年性認知症支援推進事業
沖縄労働局労働基準部健康安全課　
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　沖縄障害者職業センター 
認知症疾患医療センター　琉球大学病院
認知症疾患医療センター　医療法人タピック宮里病院
認知症疾患医療センター　特定医療法人アガペ会　北中城若松病院
認知症疾患医療センター　医療法人社団輔仁会　嬉野が丘サマリヤ人病院
認知症疾患医療センター　特定医療法人葦の会　オリブ山病院
認知症疾患医療センター　医療法人たぶの木　うむやすみゃあす・ん診療所
沖縄県警察本部交通部運転免許課
沖縄県保健医療部地域保健課
沖縄県保健医療部国民健康保険課
沖縄県子ども生活福祉部障害福祉課
沖縄県子ども生活福祉部高齢者福祉介護課
沖縄県子ども生活福祉部青少年・子ども家庭課
沖縄県社会福祉協議会民生部
沖縄県社会福祉協議会福祉サービス利用支援センター
オフコース障害年金プラーザ（社会保険労務士事務所）
沖縄県認知症施策推進部会　
就労型活動グループ　フンドゥー（若年性認知症当事者グループ）
公益社団法人認知症の人と家族の会沖縄県支部


